
NPO法人を例に、実際の提出書類

等を作成しながら団体設立に係るノ

ウハウを学ぶ計３回の上記タイトルの

連続講座を開催します。講座終了後、

本講座内で模擬的に作成した設立

趣旨書と定款を用い、個別相談にて

具体的な設立準備のサポートも可能

です。詳しくは下記まで。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2023.1
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「千松タコアシワニ」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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「一関藤沢市民劇場実行委員会」

では、令和５年２月26日(日)に公演

予定の「一関藤沢市民劇場」のキャ

ストとスタッフを募集しています。「演じ

てみたい」「物を組み立てることや絵

を描くことが好き」「音響や照明に興

味がある」など、初めての方でも大歓

迎です。詳しくは下記まで。

本誌「団体紹介」にてご紹介した

「NPO法人北上川サポート協会」では、

LINE公式アカウントを開設しました。

同協会の最新情報（イベントなど）

をいち早くお届けするほか、イベント

への参加申込もスムーズに行うこと

ができます。

下記QRコードを読み込むことで、お

友達登録（無料）が

できます。同協会の

ホームページからも

アクセス可能です。

令和４年11月15日、「NPO法人奏

楽(そら)のたね」が一関市から認証を

受けました。

同法人は、医療的ケアが必要な重

症心身障がい児・者と、その家族等

への理解促進や支援活動を目的に

設立。今後は新型コロナウイルスの

感染状況を考慮しながら、主に「重

度訪問介護事業」を行う予定です。

詳しくは下記までお問合せください。

「すもも会」

会員募集

募集

一関藤沢市民劇場

キャスト・スタッフ募集

募集

花の駅せんまや

「ドッグラン広場」

情報

情報 月曜からNPO

～もしもあなたが

NPO法人をつくったら～

講座

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 54757 -62 24542 -9

花泉 12179 -7 4706 0

川崎 3291 -3 1287 2

千厩 9950 -15 4106 -7

大東 12118 -21 4922 -11

東山 5937 -2 2280 2

室根 4447 2 1779 12

藤沢 7219 -13 2802 4

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 109898 -121

世帯数 46424 -7

出生数 38 11

2022年12121212月月月月１１１１日日日日付

(2022年11月30日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

NPO法人北上川サポート協会

LINE公式アカウント開設

募集内容募集内容募集内容募集内容：

<キャスト> 小学生以上（定員制限なし）

<スタッフ> 音響班・照明班・化粧班・

衣装班・美術班 等

※各班高校生以上（若干名）

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-６３-５５１６

（一関市藤沢文化センター内

一関藤沢市民劇場実行委員会事務局）

問合問合問合問合：０１９１-

３６-５６６６

（川崎防災センター内

NPO法人北上川サポート協会）

モダンダンスの好きな仲間が集まり

活動している「すもも会」では、一緒に

活動する仲間を募集しています（年齢

制限なし。市外の方も参加可）。

モダンダンスは、柔軟性をつけ、ケガ

をしにくい体をつくり、リズム感や体幹

を鍛え、運動の基礎を身に付けること

ができます。また、音楽に合わせてス

トレッチやバーレッスンをして身体を整

える「大人のストレッチクラス」も開講

中。詳しくは下記までお問合せください。

NPO法人奏楽(そら)のたね

設立のお知らせ

情報

日時日時日時日時：２０２３年１月２３日、２月２０日、

３月２０日

※各回月曜１９時～２０時３０分開催

場所場所場所場所：なのはなプラザ ４階共同会議室

参加料参加料参加料参加料：２,０００円（全３回分）

申込締切申込締切申込締切申込締切：２０２３年１月２０日(金)

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

(いちのせき市民活動センター)

１｜二言三言｜ 一関学院高等学校通信制課程教頭 橋野 智弘さん(後編)

３｜団体紹介｜ NPO法人北上川サポート協会

５｜地域紹介｜ 前畑自治会 （大東）

７｜企業紹介｜ 有限会社マルエ (東山)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㉚ まやかしの‘課題解決’

９｜センターの自由研究｜ 仕事の流儀ファイル№４「炭焼き①」

今月の表紙

「立込」と呼ばれる作業途中の炭窯。メインの炭材の手前には柴(小木の

枝葉や小さな雑木の総称。シバキとも言う)が入れられ、火がつけられま

す。この炭窯は約20年前から使用しているもので、約300本の炭材が入り、

牛の飼料袋10袋分の炭ができるのだとか。今月は、かつては各地に存在

していた炭焼き職人たちの技に想いを馳せます。(自由研究)

千厩町清田の簡易パーキング「花の

駅せんまや」では、飼い犬をノーリード

で遊ばせることができる「ドッグラン広

場(無料)」を設置しています。

広場の利用は日の出から日没まで

で、ごみの持ち帰り、犬同士の喧嘩や

脱走防止のために飼い主が目を離さ

ないなどのマナーを守れば、誰でも自

由に利用可能(ただし自己責任)です。

詳しくは下記までお問合せください。

場所場所場所場所：「花の駅せんまや」敷地内

（一関市千厩町清田字境）

※５０ｍ×２５ｍ四方

料金料金料金料金：無料

問合問合問合問合：０９０-３７５８-０４６９

（清田親交会事務局・千葉）

日時日時日時日時：毎週日曜日１４時～ (モダン

ダンス、ストレッチクラスともに)

場所場所場所場所：一関市真柴市民センター

※日時・場所は変更になる場合あり

会費会費会費会費：月謝有り

問合問合問合問合：０９０-７９３６-６６７６（佐藤）

法人名法人名法人名法人名：ＮＰＯ法人奏楽(そら)のたね

設立認証日設立認証日設立認証日設立認証日：令和４年１１月１５日

事務所事務所事務所事務所：一関市赤荻字月町３５-１

問合問合問合問合：０９０-６８５１-３１０９

(代表理事・伊藤和美)



「単位制通信制高校」という「受け皿」「単位制通信制高校」という「受け皿」「単位制通信制高校」という「受け皿」「単位制通信制高校」という「受け皿」

～社会～社会～社会～社会とつながり続けるためにとつながり続けるためにとつながり続けるためにとつながり続けるために【【【【後編後編後編後編】】】】～～～～

地域の「気になる人」を対談でご紹介

一関学院高等学校通信制課程教頭橋野智弘さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長小野寺浩樹第１０２回
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ち

て

通

信

制

の

子

が

採

用

さ

れ

た

と

い

う

例

も

少

な

く

な

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

名

門

大

学

を

出

て

い

る

子

よ

り

も

、

そ

う

や

っ

て

ア

ル

バ

イ

ト

な

ど

で

社

会

経

験

を

積

ん

だ

子

の

方

が

応

用

力

が

あ

っ

て

、

即

戦

力

に

な

り

ま

す

よ

ね

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

こ

こ

に

来

た

時

は

、

精

神

的

に

ガ

ク

ッ

と

な

っ

て

い

る

子

が

多

い

ん

で

す

。

全

日

制

に

行

け

て

い

た

子

な

ど

は

「

ど

う

し

て

こ

う

な

っ

て

し

ま

っ

た

ん

だ

」

と

自

信

を

な

く

し

て

い

て

。

で

も

、

こ

こ

に

来

れ

ば

同

じ

よ

う

な

境

遇

の

子

が

い

る

の

で

、

「

こ

う

い

う

の

も

あ

り

な

ん

だ

」

と

気

づ

い

て

、

元

気

に

な

る

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ち

な

み

に

通

信

制

に

通

う

生

徒

の

数

は

10

年

前

と

今

で

は

変

わ

っ

て

い

る

ん

で

し

ょ

う

か

？

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

通

信

制

の

生

徒

は

ほ

と

ん

ど

同

じ

く

ら

い

で

す

。

た

だ

し

、

子

ど

も

の

数

が

減

少

し

て

い

る

中

で

す

か

ら

、

比

率

は

増

え

て

い

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

今

は

、

全

日

制

が

３

５

４

人

で

、

通

信

制

は

１

２

２

人

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

割

合

が

多

い

よ

う

に

感

じ

ま

す

ね

。

今

後

、

全

日

制

と

通

信

制

の

生

徒

数

が

逆

転

し

て

し

ま

う

よ

う

な

可

能

性

は

あ

り

ま

す

か

？

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

考

え

ら

れ

な

く

は

な

い

で

す

が

、

私

個

人

と

し

て

は

、

全

日

制

に

行

け

る

の

で

あ

れ

ば

全

日

制

に

行

っ

た

方

が

良

い

と

思

う

ん

で

す

。

人

と

の

関

わ

り

の

中

で

、

合

う

人

も

い

れ

ば

、

合

わ

な

い

人

も

い

る

。

そ

れ

が

当

た

り

前

で

、

学

校

は

社

会

の

縮

図

の

よ

う

な

も

の

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

友

達

関

係

と

か

、

集

団

生

活

と

い

う

の

を

あ

る

程

度

経

験

し

て

お

か

な

い

と

、

大

人

に

な

っ

て

か

ら

困

り

ま

す

か

ら

ね

。

選

択

肢

の

一

つ

と

し

て

通

信

制

が

普

通

に

な

り

つ

つ

あ

る

中

で

、

「

自

分

の

時

間

を

自

由

に

使

い

た

い

か

ら

」

と

い

う

理

由

で

通

信

制

を

選

ぶ

子

が

増

え

な

け

れ

ば

良

い

な

と

思

い

ま

す

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

は

い

。

あ

く

ま

で

も

通

信

制

は

補

助

的

な

も

の

と

い

う

か

。

地

域

と

し

て

、

社

会

と

の

つ

な

が

り

か

ら

脱

線

し

て

し

ま

い

そ

う

な

子

を

受

け

止

め

て

あ

げ

る

た

め

で

あ

っ

て

…
…

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

地

域

と

し

て

は

、

そ

う

い

う

子

た

ち

も

地

域

社

会

の

一

員

で

あ

り

、

存

在

し

て

る

ん

だ

よ

と

い

う

こ

と

を

認

め

て

あ

げ

な

き

ゃ

い

け

な

い

し

、

受

け

入

れ

て

、

支

え

て

、

時

に

は

背

中

を

押

し

て

あ

げ

る

と

い

う

状

況

を

作

っ

て

い

か

な

い

と

い

け

な

い

と

思

う

ん

で

す

。

い

じ

め

、

引

き

こ

も

り

、

不

登

校

…
…

、

そ

う

い

う

言

葉

に

当

て

は

め

て

判

断

し

て

し

ま

い

が

ち

で

す

が

、

も

っ

と

様

々

な

背

景

が

あ

る

は

ず

な

ん

で

す

よ

ね

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

単

に

子

ど

も

た

ち

自

身

の

問

題

だ

け

で

な

い

こ

と

も

多

い

で

す

。

家

庭

環

境

だ

っ

た

り

、

自

分

の

拠

り

所

の

よ

う

な

と

こ

ろ

が

な

い

と

感

じ

て

し

ま

っ

た

り

。

学

校

が

社

会

の

縮

図

と

言

い

ま

し

た

が

、

通

信

制

は

さ

ら

な

る

社

会

の

縮

図

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

い

う

縮

図

の

よ

う

な

も

の

が

、

こ

こ

に

集

中

し

な

い

よ

う

に

、

地

域

社

会

が

も

う

少

し

関

心

と

責

任

を

も

っ

て

い

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

で

す

ね

。

近

年

、

「

夜

間

中

学

」

が

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

、

「

学

び

直

し

」

と

い

う

意

味

合

い

な

の

で

、

混

同

は

避

け

た

い

で

す

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

当

校

が

担

う

目

標

の

一

つ

に

「

本

来

全

日

制

に

行

け

る

子

た

ち

の

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

」

が

あ

り

、

軌

道

修

正

を

し

て

あ

げ

る

、

と

い

う

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

高

校

を

卒

業

さ

せ

、

次

に

つ

な

げ

る

。

た

だ

卒

業

す

る

と

い

う

形

で

は

な

く

、

何

か

し

ら

に

つ

な

い

だ

状

態

で

卒

業

さ

せ

る

こ

と

を

意

識

し

て

い

ま

す

。

就

職

や

進

学

が

難

し

け

れ

ば

、

「

地

域

若

者

サ

ポ

ー

ト

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

」

に

つ

な

い

で

卒

業

さ

せ

る

と

か

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

通

信

制

高

校

は

様

々

あ

る

中

で

、

そ

こ

ま

で

意

識

し

て

く

れ

る

高

校

が

地

元

に

あ

る

と

い

う

の

は

本

当

に

宝

だ

と

思

い

ま

す

。

一

関

市

民

は

誇

り

に

も

つ

べ

き

で

す

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

そ

う

い

う

点

で

い

け

ば

、

中

学

校

か

ら

の

不

登

校

や

、

友

達

関

係

で

不

登

校

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

と

い

う

場

合

に

は

、

当

校

の

全

日

制

に

進

学

す

る

と

良

い

と

思

い

ま

す

。

自

信

は

な

い

け

れ

ど

全

日

制

に

挑

戦

し

て

み

た

い

と

い

う

時

に

、

他

校

の

全

日

制

に

行

っ

て

ダ

メ

だ

っ

た

場

合

、

当

校

の

通

信

制

に

入

る

に

は

「

転

校

」

に

な

り

ま

す

が

、

当

校

の

全

日

制

か

ら

で

あ

れ

ば

「

転

籍

」

で

あ

り

、

学

校

は

変

わ

り

ま

せ

ん

。

ま

た

、

全

日

制

と

は

連

携

し

て

い

る

の

で

、

欠

席

が

続

く

な

ど

「

や

っ

ぱ

り

厳

し

い

か

な

」

と

い

う

タ

イ

ミ

ン

グ

で

フ

ォ

ロ

ー

を

入

れ

、

留

年

状

態

に

な

る

前

に

転

籍

を

サ

ポ

ー

ト

し

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

い

う

情

報

を

中

学

校

の

先

生

た

ち

も

し

っ

か

り

把

握

し

、

適

切

に

進

路

指

導

し

て

欲

し

い

も

の

で

す

し

、

親

世

代

の

マ

イ

ン

ド

リ

セ

ッ

ト

も

必

要

で

す

ね

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

通

信

制

を

滑

り

止

め

的

な

意

味

合

い

で

捉

え

る

の

で

は

な

く

「

自

分

の

ペ

ー

ス

で

や

っ

て

い

く

」

た

め

の

学

校

だ

と

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

に

捉

え

て

い

た

だ

け

れ

ば

。

入

っ

た

ら

、

出

口

ま

で

サ

ポ

ー

ト

し

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

厚

労

省

で

は

「

切

れ

目

の

な

い

支

援

」

を

謳

っ

て

い

ま

す

し

、

ま

さ

に

そ

れ

を

実

現

さ

れ

て

い

る

。

「

単

位

制

通

信

制

高

校

」

へ

の

リ

テ

ラ

シ

ー

を

高

め

て

い

き

た

い

で

す

。

２
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※２ 厚生労働省委託の支援機関で、県内では盛岡市、宮古市、一関市(「いちのせき若者サポートステーション」として一関市大町「なのはなプラザ」

４階に開設)に設置。働くことに悩みを抱えている15歳～49歳までの方の就労を支援する。

※１ 「中学校夜間学級」のことで、市町村や都道府県が設置する中学校において、夜の時間帯等に授業が行われる公立中学校。義務教育を修了しな

いまま学齢期を経過した方や、様々な事情(不登校等)により十分な教育を受けられないまま中学校を卒業した方、外国籍の方などの、義務教育
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教頭。平成２年に同校全日制課程の教師として着任

(当時は一関商工高等学校)。平成15年の通信制課程

の立ち上げに関わり、以後、通信制課程の主任教諭

として従事。令和４年度より同課程教頭へ。現在も

教壇に立ち続けている。京都府出身、一関市在住。



り

」

と

い

う

従

来

の

姿

勢

は

そ

の

ま

ま

に

、

平

成

16

年

３

月

、

法

人

格

(

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

)

を

取

得

。

以

後

、

施

設

の

管

理

業

務

に

加

え

、

各

種

川

に

関

す

る

事

業

・

事

務

局

も

旧

川

崎

村

な

ど

か

ら

引

き

継

ぎ

、

現

在

に

至

り

ま

す

。

ホ

タ

ル

学

習

や

水

生

生

物

調

査

、

竹

灯

り

作

り

体

験

な

ど

、

「

水

辺

創

造

」

学

習

に

も

取

り

組

む

同

会

。

地

元

・

川

崎

小

学

校

の

児

童

を

対

象

と

し

た

事

業

も

多

く

、

時

に

は

「

ゆ

は

ず

」

の

乗

船

も

組

み

込

み

、

川

へ

の

理

解

促

進

に

つ

な

げ

ま

す

。

「

自

然

学

習

」

と

し

て

展

開

す

る

の

は

北

上

川

カ

ヌ

ー

体

験

や

、

ス

タ

ン

ド

ア

ッ

プ

パ

ド

ル

ボ

ー

ド

(

Ｓ

Ｕ

Ｐ

)

体

験

。

そ

の

ほ

か

、

「

北

上

川

ク

リ

ー

ン

大

作

戦

」

な

ど

の

環

境

保

全

活

動

や

、

ロ

ー

プ

ワ

ー

ク

講

習

会

・

船

舶

訓

練

な

ど

の

人

材

育

成

活

動

、

さ

ら

に

は

支

援

交

流

活

動

と

し

て

「

川

崎

ま

ち

づ

く

り

協

議

会

」

の

活

動

に

も

大

き

く

協

力

を

し

て

い

ま

す

。

理

事

の

金

野

和

則

さ

ん

は

、

「

近

年

は

コ

ロ

ナ

禍

で

各

種

学

習

・

体

験

の

場

を

思

う

よ

う

に

提

供

で

き

ず

に

い

る

」

と

悔

し

さ

を

滲

ま

せ

る

一

方

、

水

辺

創

造

活

動

と

し

て

令

和

４

年

12

月

に

開

催

し

た

「

水

辺

の

灯

り

＠

X
m
a
s

マ

ル

シ

ェ

」

に

は

４

０

０

人

近

い

来

場

者

が

あ

っ

た

こ

と

か

ら

、

「

地

域

に

お

け

る

存

在

意

義

を

再

確

認

す

る

場

と

な

り

と

て

も

良

い

事

業

で

し

た

」

と

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

令

和

５

年

で

29

年

目

を

迎

え

る

「

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

」

は

、

川

崎

地

域

や

一

関

市

内

の

み

な

ら

ず

全

国

か

ら

参

加

団

体

が

集

ま

り

、

百

チ

ー

ム

以

上

が

出

場

し

た

年

も

。

川

崎

中

学

校

の

生

徒

も

運

営

に

携

わ

る

の

で

、

水

害

の

歴

史

や

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

の

開

催

意

義

な

ど

を

し

っ

か

り

共

有

し

、

川

崎

地

域

に

お

け

る

北

上

川

と

の

つ

な

が

り

を

伝

え

て

き

ま

し

た

。

間

も

な

く

第

30

回

を

迎

え

る

に

あ

た

り

、

会

員

の

高

齢

化

な

ど

も

踏

ま

え

、

「

ど

う

し

た

ら

継

続

し

て

い

け

る

か

」

と

い

う

話

し

合

い

の

機

会

を

持

つ

こ

と

に

。

そ

の

結

果

と

し

て

気

づ

い

た

の

が

「

大

会

の

た

め

に

桟

橋

を

組

む

な

ど

、

全

国

に

複

数

あ

る

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

の

中

で

、

川

崎

の

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

が

一

番

手

が

込

ん

で

い

る

」

な

ど

、

自

分

た

ち

の

大

会

の

価

値

・

誇

り

と

言

え

る

こ

と

で

し

た

。

今

後

の

継

続

に

お

い

て

は

、

当

初

か

ら

変

わ

ら

ぬ

「

楽

し

く

、

無

理

な

く

で

き

る

」

こ

と

に

こ

だ

わ

り

続

け

る

こ

と

、

そ

し

て

「

い

い

ボ

ー

ト

だ

っ

た

」

と

参

加

者

に

言

っ

て

も

ら

え

る

よ

う

な

大

会

運

営

を

し

て

い

く

と

い

う

こ

と

を

確

認

し

合

え

た

同

会

メ

ン

バ

ー

た

ち

。

そ

の

四

季

折

々

で

違

う

表

情

を

見

せ

る

河

川

と

同

じ

よ

う

に

、

同

会

も

、

そ

の

時

々

の

変

化

に

向

き

合

い

な

が

ら

、

「

川

に

親

し

む

人

た

ち

」

の

オ

ー

ル

を

漕

ぎ

続

け

ま

す

。

菅原幸子菅原幸子菅原幸子菅原幸子さんさんさんさん

高校生の頃からＥボー

ト大会にボランティア

で参加していたことが

縁で、法人化とともに

事務局として就職。多

岐にわたる業務をこな

します。

金野和則金野和則金野和則金野和則さんさんさんさん

「Ｅボートスタッフ協

議会」からのメンバー

であり、第１回目のＥ

ボート大会からの全て

を知る「川のなんでも

屋」のような存在です。

北

上

川

、

砂

鉄

川

、

千

厩

川

の

３

つ

の

河

川

が

合

流

す

る

旧

川

崎

村

は

、

舟

運

で

栄

え

、

舟

や

人

の

往

来

で

賑

や

か

だ

っ

た

一

方

、

度

重

な

る

水

害

に

よ

り

町

場

の

移

転

も

経

験

す

る

な

ど

、

川

と

と

も

に

歴

史

を

刻

ん

で

き

ま

し

た

。

築

堤

な

ど

の

治

水

事

業

に

よ

り

、

水

害

に

悩

ま

さ

れ

る

こ

と

は

減

っ

た

一

方

、

川

と

の

距

離

が

物

理

的

に

も

精

神

的

に

も

広

が

っ

て

い

き

、

い

つ

し

か

「

川

は

怖

い

も

の

」

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

が

…
…

。

「

川

は

私

た

ち

の

生

活

の

命

の

源

で

も

あ

り

大

切

で

か

け

が

え

の

な

い

も

の

」

と

い

う

認

識

を

改

め

て

住

民

が

持

ち

、

「

川

に

親

し

む

人

た

ち

」

を

増

や

し

て

い

く

こ

と

を

目

指

し

、

「

河

川

空

間

の

積

極

的

な

活

用

と

創

造

に

関

す

る

事

業

」

を

行

っ

て

い

る

の

が

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

北

上

川

サ

ポ

ー

ト

協

会

で

す

。

そ

の

前

身

と

言

え

る

の

が

「

Ｅ

ボ

ー

ト

ス

タ

ッ

フ

協

議

会

」

。

旧

川

崎

村

で

は

平

成

７

年

に

「

川

と

共

に

生

き

る

か

わ

さ

き

」

と

い

う

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

掲

げ

、

「

北

上

川

流

域

交

流

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

(

以

下

、

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

)

」

を

実

施

し

て

き

ま

し

た

。

大

会

は

各

種

団

体

で

構

成

す

る

実

行

委

員

会

形

式

で

運

営

さ

れ

ま

す

が

、

そ

の

実

動

を

担

っ

て

い

た

の

が

有

志

た

ち

の

集

ま

り

「

Ｅ

ボ

ー

ト

ス

タ

ッ

フ

協

議

会

」

で

す

。

そ

の

中

の

メ

ン

バ

ー

や

、

川

や

自

然

が

好

き

な

人

、

川

に

限

ら

ず

地

域

づ

く

り

活

動

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

に

携

わ

り

た

い

と

い

う

人

な

ど

、

様

々

な

人

が

集

ま

り

、

平

成

12

年

、

「

北

上

川

サ

ポ

ー

ト

協

会

」

を

結

成

(

任

意

団

体

)

。

川

に

関

す

る

事

業

を

純

粋

に

楽

し

ん

で

い

ま

し

た

が

、

活

動

を

広

げ

る

転

機

が

訪

れ

ま

す

。

平

成

16

年

、

旧

川

崎

村

と

国

土

交

通

省

に

よ

り

、

船

着

き

場

と

直

結

す

る

「

川

崎

防

災

セ

ン

タ

ー

」

が

整

備

さ

れ

、

北

上

川

の

巡

視

や

河

川

の

環

境

調

査

な

ど

、

陸

地

か

ら

で

は

確

認

で

き

な

い

場

所

の

点

検

を

行

う

「

河

川

調

査

船

(

以

下

、

ゆ

は

ず

)

」

も

配

備

さ

れ

る

こ

と

に

。

こ

れ

ら

の

管

理

・

活

用

を

担

う

団

体

と

し

て

、

白

羽

の

矢

が

立

っ

た

の

で

す

。

活

動

・

事

業

規

模

が

急

拡

大

す

る

こ

と

を

踏

ま

え

、

法

人

化

を

決

意

し

た

同

会

は

、

「

川

好

き

の

住

民

有

志

の

集

ま

３４

団体

紹介

NPONPONPONPO法人北上川法人北上川法人北上川法人北上川サポートサポートサポートサポート協会協会協会協会

平成16年３月設立。「北上川の河川空間

を利用するすべての住民に対し、河川空間

の積極的な活用と創造に関する事業を行い、

流域の交流と連携及び地域の活性化に寄与

する」ことを目的に活動する。会員数44名

(令和４年度現在)。

命命命命

のののの

源源源源

・・・・

川川川川

にににに

親親親親

し

み

し

み

し

み

し

み

、、、、

川川川川

でででで

交交交交

わ

る

わ

る

わ

る

わ

る

原

点

は

「

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

」

- Photo gallery -gallery -

川

遊

川

遊

川

遊

川

遊

びびびび

教

室

教

室

教

室

教

室

＠＠＠＠

砂

鉄

川

砂

鉄

川

砂

鉄

川

砂

鉄

川

自

然

学

習

活

動

で

行

う

川

遊

び

教

室

。

水

生

生

物

を

探

し

た

り

、

水

遊

び

を

し

た

り

、

「

流

れ

方

」

を

学

ん

で

み

た

り

。

写

真

は

令

和

３

年

度

。

水

生

生

物

調

査

水

生

生

物

調

査

水

生

生

物

調

査

水

生

生

物

調

査

川

崎

小

学

校

４

年

生

の

総

合

学

習

と

し

て

、

毎

年

加

妻

川

で

の

水

生

生

物

調

査

を

行

っ

て

い

ま

す

。

石

の

下

な

ど

の

小

さ

な

生

物

も

チ

ェ

ッ

ク

！

白

熱

白

熱

白

熱

白

熱

のののの

ＥＥＥＥ

ボ

ー

ト

ボ

ー

ト

ボ

ー

ト

ボ

ー

ト

大

会

大

会

大

会

大

会

毎

年

９

月

に

開

催

。

小

学

５

年

生

以

上

の

10

人

１

組

で

参

加

可

能

。

２

回

の

タ

イ

ム

ト

ラ

イ

ア

ル

を

経

て

、

上

位

５

チ

ー

ム

が

決

勝

レ

ー

ス

へ

！

北

上

川

北

上

川

北

上

川

北

上

川

ク

リ

ー

ン

ク

リ

ー

ン

ク

リ

ー

ン

ク

リ

ー

ン

大

作

戦

大

作

戦

大

作

戦

大

作

戦

第

37

回

目

の

令

和

４

年

度

は

「

い

わ

て

海

ご

み

な

く

し

隊

」

隊

長

の

ア

ン

ダ

ー

エ

イ

ジ

さ

ん

も

参

加

！

川

(

船

上

)

か

ら

も

ゴ

ミ

を

拾

い

ま

す

。

Ｑ.あなたにとって北上川と同会の存在とは？

理事理事理事理事 事務局事務局事務局事務局

NPO法人北上川サポート協会

「

川

崎

＝

Ｅ

ボ

ー

ト

」

か

ら

「

Ｅ

ボ

ー

ト

＝

川

崎

」

へ

こんの かずのり すがわら さちこ

Ａ.学びの場
Ａ.結び(人と人)の場

様

々

な

切

り

口

で

「

川

に

親

し

む

」

機

会

を

創

出

TEL：0191-36-5666 FAX：0191-36-5667

E-mail: kitakamigawa284@gmail.com

住所：岩手県一関市川崎町薄衣字如来地100番地１

（川崎防災センター内）

写真：令和３年度「SUPモニター体験」の様子

※

10

人

乗

り

の

手

漕

ぎ

カ

ヌ

ー

型

の

ボ

ー

ト

。

「

E

」

は

E
x
c
h
a
n
g
e

／

E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t

／

E
c
o
-
L
i
f
e

／

E
v
e
r
y
b
o
d
y

／

E
a
s
y

／

E
n
j
o
y

／E
x
p
e
r
i
e
n
c
e

／

E
d
u
c
a
t
i
o
n

／

E
m
e
r
g
e
n
c
y

等

の

意

味

を

持

つ

。

※



(

盆

踊

り

大

会

)

」

を

実

施

。

自

治

会

に

改

組

し

て

か

ら

は

体

育

文

化

部

が

中

心

と

な

り

、

８

月

に

企

画

運

営

し

て

き

ま

し

た

が

、

平

成

16

年

か

ら

は

、

「

さ

な

ぶ

り

」

を

兼

ね

て

６

月

に

変

更

し

ま

し

た

。

「

春

祭

り

(

通

称

)

」

と

し

て

行

い

ま

す

が

、

自

治

会

運

動

会

や

自

主

防

災

部

企

画

(

避

難

訓

練

と

消

防

署

か

ら

の

指

導

)

も

同

日

開

催

に

し

て

お

り

、

交

流

を

深

め

つ

つ

、

防

災

へ

の

意

識

向

上

に

も

つ

な

げ

ま

す

。

コ

ロ

ナ

禍

で

春

祭

り

は

中

止

が

続

い

て

い

ま

す

が

、

「

い

つ

で

も

再

開

が

で

き

る

よ

う

に

予

算

は

毎

年

組

ん

で

お

り

準

備

は

万

端

で

す

！

」

と

事

務

局

の

武

田

祐

一

さ

ん

。

「

や

る

と

な

っ

た

ら

、

と

て

も

ま

と

ま

り

の

あ

る

集

落

で

す

」

と

千

田

さ

ん

も

続

け

ま

す

。

ま

と

ま

り

の

良

さ

が

活

か

さ

れ

、

平

成

20

年

10

月

、

自

治

会

館

が

建

つ

土

地

を

自

治

会

と

し

て

所

有

す

べ

く

、

「

認

可

地

縁

団

体

」

の

認

可

に

こ

ぎ

つ

け

ま

し

た

。

同

自

治

会

に

と

っ

て

の

誇

り

の

一

つ

で

す

。

昭

和

40

年

代

、

集

落

を

離

れ

た

若

者

が

地

元

に

帰

っ

て

来

た

時

に

つ

ぶ

や

く

「

こ

こ

に

は

何

も

楽

し

み

が

な

い

」

と

い

う

声

。

そ

う

し

た

声

を

き

っ

か

け

に

、

地

元

の

若

者

ら

で

立

ち

上

げ

た

の

が

「

同

志

会

」

で

す

。

立

ち

上

げ

当

初

の

名

称

や

正

確

な

立

ち

上

げ

年

度

は

不

明

で

す

が

、

現

在

の

区

長

や

自

治

会

長

の

親

世

代

が

立

ち

上

げ

た

と

さ

れ

、

現

在

も

続

い

て

い

ま

す

。

「

そ

の

頃

は

娯

楽

が

少

な

く

、

せ

っ

か

く

帰

省

し

た

若

者

も

集

う

機

会

が

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

そ

こ

で

、

地

元

に

い

る

若

者

が

お

盆

期

間

中

の

飲

み

会

(

前

述

の

盆

踊

り

大

会

の

前

身

と

な

る

イ

ベ

ン

ト

)

の

企

画

や

、

秋

に

は

豊

年

祭

(

芝

居

屋

を

集

落

に

呼

ん

だ

)

を

企

画

し

集

落

を

盛

り

上

げ

た

も

の

で

す

」

と

語

る

の

は

、

区

長

兼

自

治

会

副

会

長

の

武

田

誠

さ

ん

。

そ

の

盛

り

上

げ

は

、

都

会

に

行

っ

た

若

者

の

呼

び

水

と

も

な

り

、

Ｕ

タ

ー

ン

も

多

く

あ

っ

た

の

だ

と

か

。

「

自

治

会

館

が

で

き

て

か

ら

は

『

毎

月

第

４

日

曜

日

は

同

志

会

の

集

い

』

と

設

定

し

、

定

例

の

交

流

を

行

っ

て

き

ま

し

た

。

現

在

で

は

自

治

会

役

員

や

そ

の

他

集

落

内

の

団

体

役

員

等

の

多

く

が

同

志

会

メ

ン

バ

ー

な

の

で

、

そ

の

日

を

集

落

内

各

種

団

体

の

連

絡

調

整

会

議

日

と

し

て

も

位

置

付

け

て

い

ま

す

」

と

続

け

ま

す

。

ま

た

、

近

年

は

夕

方

か

ら

の

同

志

会

の

集

い

に

合

わ

せ

、

午

前

中

か

ら

何

か

し

ら

の

自

治

会

事

業

(

環

境

整

備

作

業

等

)

を

組

み

合

わ

せ

て

い

ま

す

。

「

参

加

す

る

負

担

が

軽

減

さ

れ

、

情

報

も

共

有

で

き

る

の

で

一

石

二

鳥

で

す

」

と

、

微

笑

む

千

田

さ

ん

が

「

さ

、

そ

ろ

そ

ろ

同

志

会

の

時

間

で

す

」

と

案

内

し

て

く

れ

た

の

は

自

治

会

館

前

の

東

屋

。

「

暖

か

い

時

期

は

あ

の

東

屋

で

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

を

し

ま

す

。

こ

の

集

い

を

こ

れ

か

ら

も

続

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

、

我

々

は

次

の

世

代

と

良

く

交

流

し

な

が

ら

バ

ト

ン

タ

ッ

チ

し

て

い

き

た

い

で

す

ね

」

と

、

「

同

志

」

た

ち

と

の

交

流

を

楽

し

み

な

が

ら

、

今

後

の

自

治

会

運

営

へ

の

抱

負

を

語

っ

て

く

れ

ま

し

た

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

千田清記千田清記千田清記千田清記さんさんさんさん

５期９年目。平成５年

から19年間事務局とし

て尽力した後、自治会

長へ。「先代が築き上

げた集落の和を今後も

大切に引き継いでいき

たい」と語ります。

武田祐一武田祐一武田祐一武田祐一さんさんさんさん

５期９年目。コロナ過

で様々な事業が中止と

なったものの、来年に

は「春祭り」の復活を

期待。自治会の活動は

「みんなが楽しく」が

モットーです。

前

畑

集

落

は

、

一

関

市

興

田

市

民

セ

ン

タ

ー

か

ら

３

㎞

ほ

ど

北

西

に

向

か

っ

た

場

所

に

位

置

す

る

中

山

間

地

域

で

、

か

つ

て

は

果

樹

と

酪

農

が

盛

ん

で

し

た

。

平

成

20

年

に

は

「

恋

ふ

じ

」

と

い

う

リ

ン

ゴ

の

新

品

種

を

自

治

会

住

民

が

商

標

登

録

し

、

今

も

栽

培

を

続

け

て

い

ま

す

。

平

成

元

年

、

当

時

の

大

東

町

が

自

治

会

の

組

織

づ

く

り

や

運

営

の

強

化

対

策

(

国

の

「

ふ

る

さ

と

創

生

事

業

」

の

一

環

)

を

打

ち

出

し

た

こ

と

を

受

け

、

平

成

４

年

、

前

畑

集

落

内

に

「

前

畑

振

興

組

合

(

老

人

ク

ラ

ブ

・

婦

人

会

・

農

家

組

合

・

行

政

区

長

・

納

税

組

合

・

前

畑

農

業

振

興

組

合

・

同

志

会

の

各

代

表

で

組

織

)

」

が

発

足

。

前

畑

集

落

民

の

交

流

促

進

及

び

研

修

等

の

た

め

の

多

目

的

集

会

施

設

と

し

て

「

前

畑

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー

(

以

下

、

自

治

会

館

)

」

を

新

設

し

、

地

域

農

林

畜

産

の

振

興

に

寄

与

す

る

こ

と

を

目

的

に

組

織

さ

れ

た

同

会

で

は

、

自

治

会

館

を

活

用

し

た

集

落

内

の

農

林

畜

産

振

興

策

等

の

検

討

が

進

め

ら

れ

ま

し

た

。

平

成

５

年

、

自

治

会

館

が

完

成

し

、

目

的

が

一

つ

達

成

さ

れ

た

こ

と

を

受

け

、

組

織

の

在

り

方

な

ど

を

再

検

討

す

る

こ

と

に

。

平

成

９

年

、

納

税

組

合

を

部

会

と

し

て

吸

収

し

、

「

前

畑

自

治

会

」

へ

と

改

組

。

農

家

組

合

は

部

会

と

横

並

び

の

組

織

と

な

り

、

婦

人

会

は

解

散

、

そ

の

他

の

団

体

は

独

立

組

織

の

ま

ま

存

続

さ

せ

ま

し

た

。

「

小

さ

な

集

落

で

す

が

、

目

的

が

そ

れ

ぞ

れ

異

な

る

複

数

の

団

体

が

存

在

し

て

い

る

の

で

、

少

し

で

も

住

民

の

負

担

を

軽

減

す

べ

く

自

治

会

設

立

当

初

か

ら

合

同

総

会

と

し

て

い

ま

す

。

自

治

会

は

各

種

団

体

の

連

絡

調

整

的

な

役

割

も

担

っ

て

い

ま

す

か

ら

ね

」

と

語

る

の

は

、

自

治

会

長

の

千

田

清

記

さ

ん

で

す

。

長

き

に

渡

り

事

務

局

も

務

め

て

い

た

千

田

さ

ん

は

、

「

自

治

会

館

が

で

き

た

こ

と

は

集

落

の

最

大

の

出

来

事

だ

っ

た

」

と

そ

の

歴

史

を

振

り

返

り

ま

す

。

自

治

会

館

建

設

翌

年

(

平

成

６

年

)

か

ら

は

、

自

治

会

館

を

会

場

に

「

部

落

祭

前畑自治会

５６

定

例

定

例

定

例

定

例

のののの

「「「「

自

治

会

活

動

日

自

治

会

活

動

日

自

治

会

活

動

日

自

治

会

活

動

日

」」」」

のののの

設

定

設

定

設

定

設

定

でででで

負

担

軽

減

負

担

軽

減

負

担

軽

減

負

担

軽

減

農

林

畜

産

振

興

か

ら

集

落

の

自

治

機

能

ま

で

- Photo gallery -gallery -

神

友

神

友

神

友

神

友

(( ((

し

ん

ゆ

う

し

ん

ゆ

う

し

ん

ゆ

う

し

ん

ゆ

う

)) ))

会会会会

住

民

間

で

継

承

さ

れ

て

き

た

「

権

現

舞

」

。

「

南

部

大

権

現

」

と

と

も

に

舞

で

使

用

す

る

道

具

は

座

元

と

呼

ば

れ

る

宿

(

民

家

)

で

保

管

し

ま

す

。

農

業

振

興

組

合

農

業

振

興

組

合

農

業

振

興

組

合

農

業

振

興

組

合

のののの

役

割

役

割

役

割

役

割

近

隣

集

落

も

含

め

て

穀

物

が

集

ま

る

農

繁

期

。

乾

燥

調

整

は

他

者

の

穀

物

と

混

合

す

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

、

１

軒

ず

つ

作

業

し

て

い

ま

す

。

集

落

集

落

集

落

集

落

のののの

農

業

農

業

農

業

農

業

をををを

共

同

化

共

同

化

共

同

化

共

同

化

昭

和

60

年

に

設

立

し

た

「

農

業

振

興

組

合

」

は

、

後

継

者

問

題

を

解

決

す

べ

く

、

大

東

町

内

で

も

い

ち

早

く

集

落

の

農

業

を

共

同

化

し

ま

し

た

。

念

願

念

願

念

願

念

願

だ

っ

た

だ

っ

た

だ

っ

た

だ

っ

た

集

落

集

落

集

落

集

落

のののの

拠

点

拠

点

拠

点

拠

点

自

治

会

の

み

な

ら

ず

、

各

種

団

体

の

活

動

拠

点

。

毎

月

第

４

日

曜

日

は

「

行

け

ば

何

か

あ

る

日

」

。

写

真

は

令

和

４

年

の

同

志

会

Ｂ

Ｂ

Ｑ

の

様

子

。

地域

紹介

前畑自治会前畑自治会前畑自治会前畑自治会((((興田興田興田興田))))

行政区は「前畑」。30戸104人(６班体制)

が暮らす(20歳以上が自治会の構成員)。自治

会の副会長は区長が兼務し、集落内の各種団

体長と４部会(納税・環境衛生・自主防災・

体育文化)の部会長が自治会の運営委員とな

る。部会と横並びで前畑農家組合がある。

大東

毎

月

第

４

日

曜

日

は

自

治

会

館

へ

持

続

可

能

な

自

治

会

を

目

指

し

認

可

地

縁

団

体

へ

ちだ せいき たけだ ゆういち

Ａ.和 Ａ.楽しく

左の写真：自治会住民で組織する多面的機能支払活動

組織での農道草刈り終了後集合写真(令和４年９月)

事務局事務局事務局事務局((((会計会計会計会計・・・・書記書記書記書記))))



昭

和

43

年

か

ら

住

宅

団

地

と

し

て

開

発

さ

れ

、

区

画

整

備

が

進

め

ら

れ

た

東

山

町

柴

宿

。

開

発

と

合

わ

せ

て

、

団

地

内

に

は

ス

ー

パ

ー

も

創

業

し

ま

し

た

が

、

諸

事

情

で

閉

店

せ

ざ

る

を

得

な

い

状

況

に

…
…

。

そ

こ

で

白

羽

の

矢

が

立

っ

た

の

が

、

隣

町

(

大

東

町

)

で

ス

ー

パ

ー

を

２

店

舗

経

営

し

て

い

た

現

代

表

(

２

代

目

)

・

熊

谷

和

範

さ

ん

の

義

父

で

す

。

昭

和

58

年

「

柴

宿

店

も

お

願

い

で

き

な

い

だ

ろ

う

か

？

」

と

声

を

か

け

ら

れ

、

既

存

店

舗

を

買

い

取

る

形

で

３

店

舗

目

と

な

る

「

マ

ル

エ

ス

ー

パ

ー

柴

宿

店

」

を

開

店

し

た

の

で

す

。

「

義

父

は

も

と

も

と

商

売

上

手

で

人

望

も

厚

く

、

協

力

し

て

ほ

し

い

と

言

わ

れ

る

と

、

で

き

な

い

と

は

言

わ

ず

、

『

ど

う

し

た

ら

で

き

る

か

』

『

ど

う

す

れ

ば

よ

り

良

く

な

る

か

』

そ

ん

な

風

に

考

え

る

人

で

し

た

」

と

、

熊

谷

さ

ん

は

振

り

返

り

ま

す

。

宮

城

県

で

卸

売

り

の

営

業

職

を

し

て

い

た

熊

谷

さ

ん

が

婿

養

子

と

し

て

迎

え

入

れ

ら

れ

た

の

は

35

年

前

。

同

店

含

む

旧

東

磐

井

郡

内

の

ス

ー

パ

ー

に

営

業

に

来

る

中

で

、

初

代

の

三

女

に

見

初

め

ら

れ

、

営

業

職

か

ら

一

転

、

経

営

側

と

な

っ

た

の

で

す

。

魚

の

裁

き

方

や

「

養

殖

よ

り

も

天

然

物

を

、

冷

凍

よ

り

も

生

も

の

を

、

陸

送

で

は

な

く

揚

が

り

の

も

の

を

」

と

い

う

仕

入

れ

の

モ

ッ

ト

ー

を

義

父

か

ら

学

ん

だ

と

い

う

熊

谷

さ

ん

。

現

在

も

そ

の

学

び

を

活

か

し

、

朝

一

で

気

仙

沼

市

か

ら

新

鮮

な

魚

を

、

市

内

か

ら

は

採

れ

た

て

野

菜

を

仕

入

れ

、

鮮

度

重

視

に

こ

だ

わ

り

続

け

て

い

ま

す

。

団

地

内

で

は

住

民

の

高

齢

化

が

進

み

、

そ

う

し

た

状

況

は

同

店

付

近

の

住

宅

地

に

も

。

そ

こ

で

同

店

で

は

、

昔

か

ら

の

顧

客

の

昼

食

と

な

る

よ

う

な

惣

菜

(

サ

ン

マ

の

煮

つ

け

や

鶏

肉

の

煮

物

な

ど

、

店

内

仕

込

み

の

も

の

)

や

刺

身

な

ど

の

提

供

に

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

「

馴

染

み

の

お

客

様

が

多

い

の

で

、

元

気

が

な

い

こ

と

に

気

づ

く

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

そ

ん

な

時

は

少

し

で

も

心

配

の

種

が

和

ら

ぐ

よ

う

に

、

ゆ

っ

く

り

話

を

し

ま

す

。

話

だ

け

し

て

買

い

物

は

し

な

い

と

い

う

時

も

あ

り

ま

す

が

、

『

来

て

良

か

っ

た

』

と

い

う

場

で

も

あ

り

た

い

わ

け

で

す

」

と

熊

谷

さ

ん

は

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

平

成

９

年

か

ら

は

、

東

山

町

と

大

東

町

内

計

４

か

所

の

高

齢

者

施

設

に

食

品

等

を

納

品

す

る

業

務

も

担

う

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

「

鮮

度

に

こ

だ

わ

っ

た

店

舗

運

営

は

も

ち

ろ

ん

で

す

が

、

こ

れ

か

ら

は

地

域

の

方

々

に

ま

す

ま

す

寄

り

添

っ

た

形

で

『

必

要

な

と

こ

ろ

に

必

要

な

も

の

』

を

届

け

る

お

手

伝

い

が

で

き

れ

ば

」

と

続

け

ま

す

。

ま

た

、

同

店

(

社

)

と

は

別

に

、

５

年

前

か

ら

居

酒

屋

も

経

営

(

店

主

は

妻

の

牧

子

さ

ん

)

。

「

地

元

の

ス

ナ

ッ

ク

が

閉

店

す

る

と

な

り

、

声

を

か

け

ら

れ

ま

し

て

。

少

し

で

も

地

域

の

潤

い

を

絶

や

さ

な

い

よ

う

に

と

、

居

酒

屋

と

し

て

存

続

さ

せ

る

こ

と

に

し

ま

し

た

」

と

開

店

ま

で

の

経

緯

を

振

り

返

り

ま

す

。

「

地

域

の

み

な

さ

ん

に

支

え

ら

れ

、

色

ん

な

情

報

を

い

た

だ

き

な

が

ら

経

営

が

で

き

て

い

ま

す

」

と

、

感

謝

の

気

持

ち

を

忘

れ

な

い

熊

谷

さ

ん

で

す

が

、

目

下

の

課

題

は

後

継

者

が

い

な

い

こ

と

。

こ

れ

か

ら

ま

す

ま

す

需

要

が

増

え

て

く

る

で

あ

ろ

う

「

御

用

聞

き

」

の

存

在

を

担

い

続

け

る

た

め

に

、

団

地

の

老

舗

ス

ー

パ

ー

は

、

「

で

き

る

こ

と

」

を

考

え

続

け

ま

す

。

７

企業

紹介

有限会社マルエ
東山

「マルエスーパー柴宿店」を展開する「有限会社マルエ(「丸江スーパー」を

展開する「(株)丸江」とは別会社)」は今年で創業50年。大東町大原でガソリン

スタンドや食堂などを経営していた現代表の義父が、昭和47年に大東町大原と

興田に「マルエスーパー」を創業し、昭和58年に３店舗目として柴宿店がオー

プン(大東町内の店舗は閉店し、現在は柴宿店のみ営業)。新鮮な魚介類や野菜

等の仕入れ、お昼頃から夕方にかけては店内で調理した惣菜等の販売を行い、

「新鮮なものを新鮮なうちに」提供することを心がけています。手作りの仕出

し弁当のほか、近年では、東山町と大東町内の高齢者施設に食品等を納める業

務も担っており、地域の「御用聞き」としての機能も果たしています。

地域地域地域地域にににに「「「「寄寄寄寄りりりり添添添添うううう」」」」スーパーマーケットスーパーマーケットスーパーマーケットスーパーマーケット

創

業

か

ら

変

わ

ら

ず

新

鮮

な

も

の

を

お

届

け

１

名物の焼き鳥は土日限定で、午後

３時から、全品100円(税抜)です！

DATA

〒029-0302

一関市東山町長坂字柴宿7-85

TEL＆FAX 0191-47-4311

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第46464646話話話話

今月のテーマ

同店自慢の鮮魚売り場。

新婚３か月目にはカツオ漁船に乗

り込み、船員のご飯作りをしたと

いう現代表の熊谷和範さん。

必要なのは必要なのは必要なのは必要なのは「「「「寄り添い寄り添い寄り添い寄り添い」」」」とととと「「「「処方箋処方箋処方箋処方箋」」」」

地域企業の理念にせまります。

８

「

お

互

い

様

」

の

気

持

ち

で

少子化、高齢化、人口減少により、これまで自治会や集落などの地縁組織が担ってきた「地域生活」を送るた

めの機能や仕組みに支障が出始めています。そうした現状に対し、「地方創生」の動きも受けて、従来の自治会

や集落の機能を補完する「地域運営組織」の設立が進められ、これら組織が機能していくために、‘中間支援’

の役割発揮も期待されるようになっています(前号参照)。

ここで注意して欲しいのが、‘‘‘‘課題解決課題解決課題解決課題解決’’’’という言葉です。「地域のいまを見れば、課題だらけである」とは

よく聞くものの、‘課題解決’という言葉を使う人ほど何も解決していません。まさに落とし穴。自慢じゃない

ですが、当センターは、‘課題解決’という言葉は使いません。

‘課題解決’への特効薬がある訳がないことは周知の事実。特効薬がない中でなすべきことは「「「「どんなどんなどんなどんな状況状況状況状況がががが、、、、

何何何何をををを引引引引きききき起起起起こしているかこしているかこしているかこしているか」」」」をををを分析分析分析分析することすることすることすることであり、それに対して‘‘‘‘処方処方処方処方’’’’してあげることがしてあげることがしてあげることがしてあげることが支援者支援者支援者支援者のののの役割役割役割役割だと当

センターは考えています。決して‘お薬’を出してあげることではないと思うのです。

‘課題解決’という言葉を使う人が素晴らしく見えてしまうのは仕方のないことですし、誰かを頼りたい(す

がりたい)気持ちはよくわかります。しかし、他力本願的になってしまっては、支援者がいなくなった途端に持

続性・継続性がなくなってしまいます。大事大事大事大事なのはなのはなのはなのは自治力自治力自治力自治力のののの向上向上向上向上であり、そのためには、‘やってあげる’こと

ではなく、共共共共にににに考考考考ええええ、、、、道筋道筋道筋道筋をををを整理整理整理整理しししし、、、、やろうというやろうというやろうというやろうという気持気持気持気持ち・モチベーションをち・モチベーションをち・モチベーションをち・モチベーションを高高高高めていくことめていくことめていくことめていくことが大事で、支援者支援者支援者支援者

はははは、、、、そのそのそのその期待期待期待期待にににに応応応応えるためにえるためにえるためにえるために‘‘‘‘寄寄寄寄りりりり添添添添うううう’’’’のです。

人口減少が進むにつれて、既存のセクターではできないことが増えていきます。「中間支援役や‘〇〇コー

ディネーター’の存在が必要」という動きがますます増えていくでしょうが、本コラム第27話でも触れたように、

「配置する」ことが目的ではなく、「「「「機能機能機能機能するするするする」」」」ことことことこと、そして、「「「「機能機能機能機能しししし続続続続けるけるけるける」」」」ことことことことが大事です。

地域運営の落とし穴㉚
まやかしの‘課題解決’

２

３

ところで、そもそも‘中間’とは、どこの中間にいるのでしょうか？福祉分野や農業分野、環境分野など、

様々な分野で‘中間支援’という言葉を見かけますが、これを最近は、‘分野別中間支援’という呼び方をする

ようです。分野別の‘中間支援’までもが台頭し始めた背景としては、ニーズの多様化に伴い、それぞれの分野

で‘プレーヤー(ここでは「仕掛け人」のような意味合い)’が登場するようになり、各分野における事業の幅や種類も増

加。しかし、それぞれの動きになってしまうことが多いため、各プレーヤーたちが膝を交え、「協働」により成

果を高めていくことが必要であり、そのために「中間で支援する存在」が必要だ……という構図なのでしょう。

‘分野別中間支援’であれど、当該分野内にとどまってしまっては、縦割りでしかありません。中間に位置す

る者は、他分野他分野他分野他分野とのとのとのとの連携連携連携連携もももも意識意識意識意識しししし、、、、つなぎながらつなぎながらつなぎながらつなぎながら成果成果成果成果をををを引引引引きききき出出出出すすすすようにようにようにように心心心心がけることががけることががけることががけることが必要必要必要必要です。いずれにして

も上述(前段)のように、中間に位置する者の「意識(お薬＜処方)」が大事です。

そして「‘中間支援’が必要」と言いつつ、落とし穴となっているのは「「「「そのそのそのその価値価値価値価値をををを評価評価評価評価するするするする仕組仕組仕組仕組みみみみ」」」」が構築

されていないこと。‘中間支援’を生業としていくとして、支援先である NPO や地域からの対価で安定した運

営ができるかというと現実的ではないため、行政からの受託事業が安定的な収入源にならざるを得ません。しか

し、受託事業費が中間支援活動に対するニーズの高まりやスキルの向上に合わせて上がっていくという好循環が

なければ、支援の質が下がってしまうことも。その結果、適切な評価につながらず、受託事業費が下がる……と

いう悪循環に陥ることになってしまっては、必要性と実用性に違和感が出てしまいます。

‘‘‘‘中間支援中間支援中間支援中間支援’’’’の立ち位置と評価の立ち位置と評価の立ち位置と評価の立ち位置と評価

‘中間支援’は明確な定義づけがされていないがために、「中間

支援をしています」と言えば、‘中間支援(役/組織)’であるという

ことに。そのうえ、‘中間支援’のように、カタチのない商品は金

額換算が難しいことは確か。ゆえに、必要性必要性必要性必要性はありながらはありながらはありながらはありながら、、、、それをそれをそれをそれを

担担担担うううう組織組織組織組織やややや人材人材人材人材がががが成長成長成長成長していかないしていかないしていかないしていかないのです。

さてみなさん、‘課題解決’と言わないことがモットーの当セン

ター(＝中間支援組織)の価値はいかほどでしょうか(笑)

川崎地域における中間
支援組織と言っても過言
ではない「NPO法人北上川
サポート協会(本誌団体紹
介に登場)」。
毎年度しっかりと報告

書を作成したり、自己評
価・外部評価ができる仕
組みを作っています。



日

本

列

島

に

お

い

て

人

類

が

い

つ

頃

か

ら

木

炭

を

活

用

し

て

い

た

か

は

諸

説

あ

り

定

か

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

少

な

く

と

も

製

鉄

製

鉄

製

鉄

製

鉄
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行行行行

わ

れ

わ

れ

わ
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わ
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め

て

い
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さ

れ
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め

て

い

た
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さ

れ
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め

て

い

た

と

さ

れ

る

め

て

い

た

と

さ

れ

る

古

墳

時

代

古

墳

時

代

古

墳

時

代

古

墳

時

代

に

は

、

製

炭

も

行

わ

れ

て

い

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

平

安

時

代

に

は

年

貢

年

貢

年

貢

年

貢

と

し

て

も

徴

収

さ

れ

、

製

炭

技

術

も

徐

々

に

向

上

。

武

器

製

造

の

た

め

の

必

需

品

で

も

あ

り

、

江

戸

時

代

江

戸

時

代

江

戸

時

代

江

戸

時

代

に

は

に

は

に

は

に

は

庶

民

庶

民

庶

民

庶

民

のののの

日

常

生

活

日

常

生

活

日

常

生

活

日

常

生

活

に

お

け

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

お

け

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

お

け

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

お

け

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

源源源源

と

し

て

も

と

し

て

も

と

し

て

も

と

し

て

も

浸

透

浸

透

浸

透

浸

透

し

て

い

き

ま

し

た

。

当

地

域

で

は

、

金

・

銀

・

鉄

鉱

類

が

盛

ん

に

生

産

さ

れ

た

平

泉

文

化

平

泉

文

化

平

泉

文

化

平

泉

文

化

に

お

い

て

、

冶

金

冶

金

冶

金

冶

金

(( ((

や

き

や

き

や

き

や

き

んんんん)) ))

用用用用

にににに

木

炭

木

炭

木

炭

木

炭

がががが

広広広広

くくくく

製

造

製

造

製

造

製

造

さ

れ

た

の

だ

と

か

。

平

泉

遺

跡

群

発

掘

調

査

で

は

、

12

世

紀

前

半

の

陶

器

窯

の

跡

か

ら

、

陶

器

を

焼

く

際

に

炭

が

熱

源

と

し

て

使

わ

れ

て

い

た

こ

と

が

報

告

さ

れ

て

い

ま

す

。

大

東

町

や

藤

沢

町

で

は

藩

政

時

代

か

ら

明

治

に

か

け

て

木

炭

が

欠

か

せ

な

い

「「「「

た

た

ら

た

た

ら

た

た

ら

た

た

ら

製製製製

鉄鉄鉄鉄

」」」」

が

行

わ

れ

て

お

り

、

『

大

東

町

史

上

巻

』

に

は

諸

役

帳

か

ら

の

数

字

と

し

て

、

炭

焼

職

人

(
≒

生

業

と

し

て

の

製

炭

業

)

が

文

化

元

年

(

１

８

０

４

年

)

に

３

人

い

た

(

大

原

村

・

鳥

海

村

・

猿

沢

村

各

１

人

)

と

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

明

治

時

代

に

入

る

と

本

格

的

な

木

炭

時

代

を

迎

え

ま

す

が

、

明

治

初

期

は

東

北

地

方

に

お

け

る

工

業

用

炭

工

業

用

炭

工

業

用

炭

工

業

用

炭

と

し

て

の

需

要

が

大

半

で

、

明

治

24

年

に

東

北

本

線

が

盛

岡

ま

で

全

線

開

通

し

た

こ

と

を

機

に

、

一

般

燃

料

と

し

て

の

出

荷

が

増

加

す

る

も

、

盛

岡

以

北

が

主

要

産

地

で

し

た

。

転

機

と

な

っ

た

の

は

明

治

明

治

明

治

明

治

38383838

年年年年

のののの

大

凶

作

大

凶

作

大

凶

作

大

凶

作

。

明

治

35

年

に

も

大

凶

作

が

あ

っ

た

ば

か

り

で

、

困

窮

困

窮

困

窮

困

窮

し

た

し

た

し

た

し

た

凶

作

民

凶

作

民

凶

作

民

凶

作

民

のののの

救

済

救

済

救

済

救

済

とととと

農

山

村

民

農

山

村

民

農

山

村

民

農

山

村

民

のののの

副

業

副

業

副

業

副

業

育

成

育

成

育

成

育

成

をををを

目

指

目

指

目

指

目

指

しししし

、、、、

県県県県

がががが

製

炭

技

術

製

炭

技

術

製

炭

技

術

製

炭

技

術

のののの

改

良

改

良

改

良

改

良

にににに

本本本本

腰腰腰腰

をををを

入入入入

れ

た

れ

た

れ

た

れ

た

の

で

す

。

時

を

同

じ

く

し

て

明

治

40

年

、

「

森

林

法

」

が

改

正

さ

れ

、

森

林

保

護

行

政

森

林

保

護

行

政

森

林

保

護

行

政

森

林

保

護

行

政

に

力

を

入

れ

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

と

、

県

で

は

林

業

技

術

員

林

業

技

術

員

林

業

技

術

員

林

業

技

術

員

を

採

用

。

各

地

で

林

業

講

習

会

林

業

講

習

会

林

業

講

習

会

林

業

講

習

会

を

開

催

し

ま

す

。

そ

の

当

時

、

主

要

産

地

に

な

れ

ず

に

い

た

地

域

(

当

地

域

含

む

)

の

製

炭

技

術

は

、、、、

藩

政

時

代

藩

政

時

代

藩

政

時

代

藩

政

時

代

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

特特特特

にににに

改

良

改

良

改

良

改

良

もももも

進進進進

ま

な

い

ま

な

い

ま

な

い

ま

な

い

「「「「

昔昔昔昔

ガ

マ

ガ

マ

ガ

マ

ガ

マ

」」」」

な

ど

と

呼

ば

れ

る

も

の

で

、

生

産

性

や

木

炭

の

質

に

問

題

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

県

の

林

業

講

習

会

に

は

「「「「

改

良

製

炭

法

改

良

製

炭

法

改

良

製

炭

法

改

良

製

炭

法

」」」」

も

盛

り

込

ま

れ

、

講

師

の

一

人

・

楢

崎

圭

三

氏

が

考

案

し

た

「「「「

楢楢楢楢

崎崎崎崎

ガ

マ

ガ

マ

ガ

マ

ガ

マ

」」」」

で

の

製

炭

法

を

指

導

。

こ

れ

に

よ

り

西

磐

井

郡

西

磐

井

郡

西

磐

井

郡

西

磐

井

郡

で

は

で

は

で

は

で

は

製

炭

量

製

炭

量

製

炭

量

製

炭

量

がががが

明

治

明

治

明

治

明

治

37373737

年年年年

のののの

約約約約

17171717

倍倍倍倍

に

(

東

磐

井

郡

は

３

倍

)

！

大

正

４

年

に

は

岩

手

県

が

生

産

量

全

国

生

産

量

全

国

生

産

量

全

国

生

産

量

全

国

１１１１

位位位位

と

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

黄

海

村

黄

海

村

黄

海

村

黄

海

村

(( ((

当

時

当

時

当

時

当

時

)) ))

出

身

出

身

出

身

出

身

のののの

小

野

寺

清

七

小

野

寺

清

七

小

野

寺

清

七

小

野

寺

清

七

が

岩

手

県

農

林

技

師

岩

手

県

農

林

技

師

岩

手

県

農

林

技

師

岩

手

県

農

林

技

師

(

大

正

10

年

着

任

)

と

し

て

さ

ら

な

る

製

炭

窯

の

開

発

研

究

を

行

い

、

「「「「

小小小小

野

寺

式

製

炭

法

野

寺

式

製

炭

法

野

寺

式

製

炭

法

野

寺

式

製

炭

法

」」」」

を

確

立

。

良

質

か

つ

安

定

し

た

木

炭

生

産

が

可

能

と

な

り

(

そ

の

後

も

窯

の

改

良

は

続

く

)

、

「「「「

岩

手

木

炭

岩

手

木

炭

岩

手

木

炭

岩

手

木

炭

」」」」

の

評

価

に

大

き

く

貢

献

し

ま

し

た

。

な

お

、

こ

の

頃

に

は

当

地

域

に

も

木

炭

共

同

組

合

木

炭

共

同

組

合

木

炭

共

同

組

合

木

炭

共

同

組

合

が

設

置

さ

れ

、

岩

手

県

内

岩

手

県

内

岩

手

県

内

岩

手

県

内

にににに

お

け

る

お

け

る

お

け

る

お

け

る

大

正

大

正

大

正

大

正

12121212

年年年年

のののの

製

炭

業

者

数

製

炭

業

者

数

製

炭

業

者

数

製

炭

業

者

数

はははは

、、、、

専

業

専

業

専

業

専

業

がががが

２２２２

千千千千

６６６６

百

人

弱

百

人

弱

百

人

弱

百

人

弱

、、、、

副

業

副

業

副

業

副

業

がががが

１１１１

万万万万

２２２２

千千千千

３３３３

百

人

百

人

百

人

百

人

弱弱弱弱

で

し

た

。

〈

次

号

へ

つ

づ

く

〉

センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
74747474

「製炭(炭焼き)」と一口に言っても、その手法等は様々あり、年代によっても

異なります。また、目的も「工業(たたら製鉄含め)用の炭焼き」「現金収入を得

るための炭焼き」「家庭のエネルギー源としての炭焼き」というように分けられ

ます。今回は「現金収入を得るための炭焼き」を「専業」「農家の副業」の２つ

にわけ、それぞれにおける流れや技を整理してみました！

かつては盛んだったはずが、今となっては希少になりつつある「お仕事」やその技

術等を調査する「仕事の流儀」シリーズ。岩手県が日本一の黒炭生産地となった大正

初期(それ以前から行われている)～昭和40年代までは、当地域でも盛んに行われていた

「製炭」。しかし現在は当地域で販売用の製炭を行う人はわずか１名※。その技術や

工程、歴史について、整理してみました。※岩手県木炭協会の把握。非会員がいる可能性もある。

自家消費用等に製炭を行う人は若干名あり。 (記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果)

＜協力/参考文献＞一般社団法人岩手県木炭協会 ほか ※誌面スペースの都合上、参考文献含め割愛させていただき、当センターホームページにて掲載します。

９10

「製炭」「製炭」「製炭」「製炭」の流れにの流れにの流れにの流れに

密着密着密着密着してみたしてみたしてみたしてみた

■

製

鉄

や

冶

金

の

た

め

の

木

炭

■

農

民

の

困

窮

を

救

う

存

在

へ

１１１１

月月月月

２２２２

月月月月

３３３３

月月月月

４４４４

月月月月

５５５５

月月月月

６６６６

月月月月

７７７７

月月月月

８８８８

月月月月

９９９９

月月月月

10101010

月月月月

11111111

月月月月

12121212

月月月月

専専専専

業業業業

副副副副

業業業業

明治40年頃から急速に製炭技術の普及が進められた岩手県ですが、当地域含め、

それまでの山林は「自給自足の生活を送るための空間」であり、「収入を得るための

場」ではありませんでした。ところが、上述のように製炭技術が普及し、「岩手木炭」

として需要が高まると、いわゆる「木炭業者」が各地に出現します。

その中には資産家や事業家などもおり、彼らは山を買っては地元農民に窯を築かせ、炭焼職工を現場監督として雇い、大量の炭を作ら

せました。山を所有していない農民たちが数名共同で山の立木を購入したり、炭の販売を行う商店が山を買い「焼き子」を雇うというパ

ターンも。大東町摺沢大東町摺沢大東町摺沢大東町摺沢のののの((((有有有有))))佐甚商店佐甚商店佐甚商店佐甚商店の会長・佐藤さんによると、同店では昭和元年昭和元年昭和元年昭和元年からからからから平成初頭平成初頭平成初頭平成初頭までまでまでまで木炭木炭木炭木炭をををを取取取取りりりり扱扱扱扱っていたっていたっていたっていたそうで、同同同同

店店店店がががが山山山山のののの売買売買売買売買をしたりをしたりをしたりをしたり、、、、築窯築窯築窯築窯にににに関与関与関与関与することもあったすることもあったすることもあったすることもあったとか。同様の業者が大東町内大東町内大東町内大東町内だけでもだけでもだけでもだけでも10101010軒程軒程軒程軒程あり、摺沢駅付近摺沢駅付近摺沢駅付近摺沢駅付近にはにはにはには木炭検査員木炭検査員木炭検査員木炭検査員がががが常常常常

駐駐駐駐していた時期もあったそうです。

一関地区では大正10年に木炭協同組合木炭協同組合木炭協同組合木炭協同組合が組織され、昭和に入ると薪炭倉庫薪炭倉庫薪炭倉庫薪炭倉庫や出荷組合出荷組合出荷組合出荷組合も各地にできるように。東北本線一ノ関駅には木木木木

炭積炭積炭積炭積みみみみ込込込込みみみみ専用専用専用専用のののの引引引引きききき込込込込みみみみ線線線線も設られ、東北本線上の各駅から東京方面へと出荷されました(そのため、薪炭倉庫は駅前に設けられた)。

昭和15年頃が日本国内の木炭生産ピークですが、岩手県内ではもうしばらく木炭生産需要が続きます(次号で紹介)。

現金収入現金収入現金収入現金収入をををを得得得得るためのるためのるためのるための製炭製炭製炭製炭

窯の所有者

佐々木英一さん

共同利用者

佐々木秀敏さん

実際の流れを体験すべく、大東町で今現在も炭

焼きを行う佐々木さんの作業に密着させていただ

きました。佐々木さんは家庭用のほか、地元の団

体が小学生とともに毎年行っている「たたら製

鉄」の体験で使用するための黒炭も製造。

また、東山町でかつて炭焼きを生業としていた

岩渕松雄さん(82歳)など、市内外の様々な方にヒ

アリングを行いました！

佐々木さんの炭窯

１１１１年間年間年間年間のののの

流流流流れれれれ((((全盛期全盛期全盛期全盛期))))

１回の炭焼き(窯の稼働)には約７日間かかるほか、その前後にも各種作業が。専業/副業で異な

る部分もありますが、大まかな１回の流れが以下。この作業を繰り返します。

上記の流れを年間スケジュールにしたのが以下の表です。専業の人だと年に50回以上、副業の人は12月～５月

頃の農閑期を利用し、年に６回程度、窯を稼働(カマタテ)します。 ※伐採時期等は時代によっても異なる

伐採伐採伐採伐採 小切小切小切小切 集材集材集材集材 小割小割小割小割

検量検量検量検量

小出小出小出小出

出炭出炭出炭出炭 選別選別選別選別 梱包梱包梱包梱包

口止口止口止口止めめめめ

((((消火消火消火消火))))

点火点火点火点火 調節調節調節調節立込立込立込立込

作業作業作業作業

手順手順手順手順

ナラ・クヌギ等の雑木を伐採し、２尺４寸

程度に切る(小切)。炭窯付近まで集材後、

直径10㎝程度になるよう割る(小割)。

炭窯に原木を入れ(立込)、火をつける。初

日は３～５時間おきに薪(柴木)を継ぎ足し、

温度調整。３～４日焚き続ける(温度管理)。

黒炭の場合、火を止めてから３～７日は窯

を放置し、自然冷却。中に入れる温度まで

下がったら炭を出し、選別や梱包作業へ。

１１１１回回回回のののの炭焼炭焼炭焼炭焼きのきのきのきの流流流流れれれれ

窯窯窯窯のののの稼働稼働稼働稼働((((カマタテカマタテカマタテカマタテ))))

仕事仕事仕事仕事のののの流儀流儀流儀流儀１１１１

窯窯窯窯づくりづくりづくりづくり

ここからは炭焼きにおける仕事の流儀を「窯づくり(窯打ち)」「立込」「口入・口止」「出炭・梱包」の４つにわけてご紹介！

「立込」以降は次号をお楽しみに！

かつての炭焼きは、山山山山をををを移動移動移動移動しながらしながらしながらしながら、、、、そのそのそのその都度都度都度都度そのそのそのその山山山山にににに窯窯窯窯をををを作作作作ってってってって行われていました。そのため、窯窯窯窯をををを

築築築築くくくく場所選場所選場所選場所選びやびやびやびや整地整地整地整地からからからから始始始始まりまりまりまり、、、、完成完成完成完成までにまでにまでにまでに１１１１～～～～２２２２かかかか月月月月かかるかかるかかるかかることも。右項でも記載したように、窯は時代

と共に改良が進められ、下記「小野寺式窯」のほか、岩手県では昭和31年に黒炭用の「岩手窯/岩手大量

窯」を開発。良質で安定の、かつ歩留まりの良い窯の統一規格として普及させます(詳細は次号で！)。

その頃には徐々にチェーンソーや運搬車など、伐採や運搬に関する道具が普及しはじめ、それまでの山元山元山元山元

製炭製炭製炭製炭から、庭先製炭庭先製炭庭先製炭庭先製炭(山中ではなく、家の敷地内等に窯を築く)へと移行しつつありました。山中で規模の大

きな窯を構築するのは難しいですが、庭先製炭であれば、ある程度大きな規模でも構築可能。特に専業の製

炭業者は岩手窯/岩手大量窯へと移行していきました。

窯の床は、後方に

傾斜をつける(下げる)。

※黒炭の場合

１１１１１１１１尺尺尺尺

２２２２尺尺尺尺

炭用材炭用材炭用材炭用材

２２２２尺尺尺尺４４４４寸程度寸程度寸程度寸程度

300300300300本本本本はははは入入入入るるるる

あげあげあげあげ木木木木

焚焚焚焚きつけきつけきつけきつけ

炭用材の上に原木

をすき間なく横積

みする(炭用材上部

の灰化防止と熱循

環促進のため)。

煙道や煙道付近

にも「風返シ」

など様々な工夫

がされている。

排煙口排煙口排煙口排煙口

窯は粘土質のある赤土で作ります。黒炭は土窯で造るのに対し、白炭は石(煉瓦)を

用います(その他、出炭方法にも違いあり)。整地する過程で水が出てきてしまうと、

また別の場所を整地し直すなど、場所選びにも経験と勘が必要です。

大正10年頃から普及

し、当地域には953も

の小野寺式窯があっ

た(昭和３～６年頃)

という記録も。

楢崎窯を改良し、初

心者でも扱いやすい

窯だった。

シバキ(柴)を敷く

※岩手窯では不要に。

３尺５寸

１尺１尺

２寸

ずらす

２尺８寸

１尺

排煙口

窯の入口

※上から

見た図

伐採作業伐採作業伐採作業伐採作業((((積雪前積雪前積雪前積雪前までまでまでまで))))

「「「「炭炭炭炭すごすごすごすご((((カヤでカヤでカヤでカヤで編編編編んだんだんだんだ炭炭炭炭をををを入入入入れるれるれるれる俵俵俵俵))))」」」」づくりづくりづくりづくり／／／／縄縄縄縄ないないないない ※※※※年間年間年間年間をををを通通通通しししし、、、、女性女性女性女性たちのたちのたちのたちの作業作業作業作業

農繁期農繁期農繁期農繁期

関連関連関連関連

作業作業作業作業

１１１１２２２２ ３３３３ ４４４４ ５５５５ ６６６６ 窯窯窯窯のののの準備準備準備準備

伐採作業伐採作業伐採作業伐採作業((((伐採伐採伐採伐採～～～～薪割薪割薪割薪割りりりり～～～～薪運薪運薪運薪運びびびび)))) ※※※※そのそのそのその人人人人((((家家家家))))によってもによってもによってもによっても異異異異なるなるなるなる((((通年通年通年通年orororor積雪前積雪前積雪前積雪前までまでまでまで等等等等))))
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年間を通して50回以上は焼くが、４月～８月は良い炭ができないので焼く回数は少ない

窯窯窯窯のののの

稼働回数稼働回数稼働回数稼働回数

関連関連関連関連

作業作業作業作業
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窯窯窯窯のののの

稼働回数稼働回数稼働回数稼働回数

窯の天井は落ちやすいので、屋根

をかけ、屋根と固定することも。


